
は
じ
め
に

　

最
近
の
花
卉
生
産
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九

九
〇
年
頃
ま
で
農
産
物
の
中
で
唯
一
大
幅
な
伸
び

を
示
し
て
い
た
花
卉
の
需
要
が
、
バ
ブ
ル
経
済
が

崩
壊
し
た
九
二
、
九
三
年
頃
か
ら
弱
含
み
と
な
り
、

い
ま
だ
に
停
滞
を
脱
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

即
ち
、
一
九
七
五
―
九
〇
年
の
花
卉
生
産
額
は

農
業
生
産
全
体
が
一
・
三
倍
と
伸
び
悩
む
中
で
四
・

〇
倍
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
れ
に
対
し
九
〇
―

九
六
年
の
そ
れ
は
一
・
一
二
倍
、
九
三
―
九
六
年

で
は
一
・
〇
二
倍
と
横
ば
い
の
状
態
に
あ
る
（
以

下
、
農
水
省
資
料
に
よ
る
）。

　

今
回
の
調
査
は
こ
の
よ
う
な
中
で
、
産
地
に
い

か
な
る
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
、
産
地
は
ど
う

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、需
要
の
今
後
は
ど

う
か
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、花
卉
の
生
産
と
流
通
に

係
わ
る
課
題
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
だ
、
現
地
調
査
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、こ
こ
に
調
査
の
一
端
を
紹
介
の
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
一
九
九
六
年
の
農
業
生
産
の
中
で
、
花

卉
は
生
産
額
（
花
木
類
含
む
）
で
六
・
〇
％
、
作

付
面
積
で
一
・
〇
％
、
栽
培
農
家
戸
数
で
四
・
三

％
を
占
め
る
。

一
、
花
卉
生
産
の
種
類
と
動
き

　

九
六
年
の
花
卉
生
産
額
は
六
、
二
六
五
億
円
。

そ
の
内
訳
は
、
切
花
類
が
四
七
％
、
鉢
も
の
類
が

二
三
％
、
花
木
類
が
二
六
％
、
球
根
類
が
一
％
、

芝
地
被
類
が
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

う
ち
、
切
花
で
は
キ
ク
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

バ
ラ
が
三
大
切
花
と
言
わ
れ
、
切
花
生
産
額
の

各
々
三
三
％
、
八
％
、
一
一
％
を
占
め
、
そ
の
他

で
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ス

タ
ー
チ
ス
、
リ
ン
ド
ウ
、
球
根
切
花
（
ユ
リ
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
等
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
鉢
も
の

は
洋
ラ
ン
、
観
葉
植
物
、
シ
ク
ラ
メ
ン
等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
七
五
―
九
〇
年
の
生
産
額
の

伸
び
を
見
る
と
、
切
花
は
三
・
九
倍
（
出
荷
数
量

一
・
六
倍
）、
鉢
も
の
は
四
・
一
倍
（
同
一
・
九

倍
）、花
木
は
四
・
四
倍
と
い
ず
れ
も
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。
切
花
の
内
訳
は
、
キ
ク
三
・
一
倍

（
出
荷
数
量
一
・
五
倍
）、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
三
・

八
倍
（
同
一
・
五
倍
）、
バ
ラ
五
・
八
倍
（
同
二
・

一
倍
）、
そ
の
他
切
花
四
・
五
倍
。

　

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
は
九
〇
年
代
に
入
る
と
伸
び

悩
み
、九
三
―
九
六
年
の
切
花
生
産
額
は
〇
・
九
九

倍（
出
荷
量
一
・
〇
三
倍
）、花
木
は
〇
・
九
二
倍
と

停
滞
し（
鉢
も
の
は
一
・
二
四
倍
）、更
に
九
七
年
、

九
八
年
も
停
滞
が
続
い
て
い
る
。九
七
年
以
降
で
は
、

た
と
え
ば
、九
七
年
の
切
花
出
荷
量
は
前
年
比
一

〇
〇
％
と
横
ば
い
で
あ
り
、ま
た
、切
花
の
年
間
平

均
卸
売
価
格
も
、九
五
年
が
前
年
比
九
八
％
、九
六

年
九
八
％
、九
七
年
一
〇
二
％
、九
八
年
一
〇
六
％

と
や
や
回
復
し
た
か
に
見
え
た
が
、九
九
年
三
月
に

は
再
び
前
年
同
月
比
九
三
％
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。

二
、
県
別
シ
ェ
ア

　

九
六
年
の
花
き
生
産
額
（
花
木
類
含
む
）
を
県

別
シ
ェ
ア
で
見
る
と
、
愛
知
一
四
・
〇
％
、
千
葉

一
〇
・
七
％
、
福
岡
七
・
一
％
、
埼
玉
五
・
〇
％
、

静
岡
四
・
九
％
、
鹿
児
島
四
・
八
％
、
三
重
三
・

六
％
、
長
野
三
・
五
％
と
い
う
順
に
あ
る
。

　

ま
た
、切
花
の
ベ
ス
ト
３
は
愛
知
一
五
％
、長
野
六

％
、千
葉
六
％
の
順
で
あ
り
、鉢
も
の
で
は
愛
知
二

三
％
、埼
玉
九
％
、静
岡
五
％
、花
木
類
で
は
千
葉

二
七
％
、福
岡
一
五
％
、三
重
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
七
五
―
九
六
年
間
に
お
け
る
シ
ェ
ア
推
移

（
花
木
類
除
く
）
を
見
る
と
、
既
往
産
地
で
は
愛
知

が
一
三
・
一→

一
六
・
四
％
と
大
き
く
上
昇
し
た

ほ
か
は
、
千
葉
、
福
岡
が
横
ば
い
、
埼
玉
、
長
野
、

静
岡
が
や
や
ダ
ウ
ン
、
大
都
市
圏
の
神
奈
川
、
兵

庫
等
も
ダ
ウ
ン
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
一
方
、
シ

ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
の
は
北
海
道
、
岩
手
、
和

歌
山
、
鹿
児
島
、
沖
縄
等
、
遠
隔
に
あ
る
新
興
産

地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
新
興
産
地
は
、
寒
冷
や
温
暖

と
い
う
気
候
を
生
か
し
た
産
地
づ
く
り
を
行
い
、

更
に
花
の
輸
送
技
術
の
向
上
も
あ
っ
て
シ
ェ
ア
を

伸
ば
し
て
き
た
も
の
で
、
大
半
は
自
治
体
や
農
協

主
導
で
花
卉
の
生
産
団
地
づ
く
り
を
行
い
、
共
販

率
も
高
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

三
、
産
地
の
動
き

　

い
く
つ
か
現
地
の
状
況
を
紹
介
す
る
。

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

曲
が
り
角
に
き
た
花
の
生
産
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�
千
葉
県
安
房
地
方

　

千
葉
県
の
花
卉
生
産
額
（
九
六
年
。
花
木
類
除

く
）
は
全
国
五
位
、
シ
ェ
ア
は
五
・
二
％
。
う
ち

当
地
方
の
一
一
市
町
村
（
館
山
市
、
鴨
川
市
、
丸

山
町
ほ
か
）
は
一
二
五
億
円
で
県
内
の
五
二
％
を

占
め
、
一
大
切
花
産
地
を
形
成
す
る
。
地
域
農
業

生
産
額
に
占
め
る
割
合
も
三
三
％
で
第
一
位
。
う

ち
、
上
位
を
占
め
る
の
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
二
二

億
円
、
ス
ト
ッ
ク
一
一
億
円
、
き
ん
ぎ
ょ
そ
う
七

億
円
で
あ
り
、
そ
の
他
バ
ラ
、
ア
イ
リ
ス
、
ス
タ
ー

チ
ス
、
フ
リ
ー
ジ
ア
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
き
ん
せ
ん

花
等
も
一
億
円
を
超
え
て
お
り
、
多
品
目
少
量
生

産
が
当
産
地
の
特
徴
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ａ
安
房（
鴨
川
市
の
み
管
轄
外
）に
伺
い
、
共

販
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
農
協
は
九
六
年
四

月
の
合
併
。現
在
の
共
販
率
は
八
％
と
低
い
が
、そ

れ
は
首
都
周
辺
の
他
産
地
と
同
様
に
歴
史
が
古
く
、

個
人
販
売
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
た
め
と
い
う
。

　

共
販
率
を
上
げ
る
た
め
に
農
協
は
現
在
花
卉
農

家
の
組
織
整
備
に
取
組
ん
で
い
る
。
九
八
年
に
三
、

一
四
〇
名
参
加
で
花
卉
部
を
設
立
。
そ
の
後
、
専

門
部
会
と
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
部
会
、
ス
ナ
ッ
プ

（
き
ん
ぎ
ょ
そ
う
）
部
会
も
設
立
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
販
売
に
つ
い
て
は
、
太
田
市
場
を
中
心

と
し
な
が
ら
も
、
地
方
市
場
も
活
用
し
、
有
利
販

売
や
価
格
安
定
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
農
家
側
に
は
後
継
者
難
と
い
う
問
題
が

あ
る
も
よ
う
。

�
愛
知
県
渥
美
町

　

花
卉
生
産
額
は
全
国
市
町
村
の
ト
ッ
プ
（
九
六

年
二
五
二
億
円
。
次
い
で
隣
接
の
赤
羽
根
町
一
〇

九
億
円
。
三
位
は
浜
松
市
七
七
億
円
。
花
木
類
除

く
）。
葬
儀
用
の
大
中
輪
ギ
ク
が
中
心
で
あ
り
、同

品
目
で
は
量
的
に
も
質
的
に
も
全
国
一
を
誇
り
他

の
追
随
を
許
さ
な
い
。
そ
の
他
で
も
、
ガ
ー
ベ
ラ
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
、
グ
ロ
リ
オ
ー
サ
と
い
っ
た
切
花
や
鉢

物
合
計
の
生
産
額
が
愛
知
県
内
の
第
一
位
に
あ
る
。

農
協
の
共
販
率
は
キ
ク
を
中
心
に
高
い
。

　

同
町
は
野
菜
の
生
産
も
盛
ん
で
、
農
業
粗
生
産

額
は
全
国
第
二
位
。
農
家
二
、
二
八
〇
戸
の
う
ち
、

農
産
物
販
売
額
が
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
農
家

が
一
、
四
四
二
戸
も
あ
り
（
う
ち
三
、
〇
〇
〇
万

円
以
上
三
〇
〇
戸
。
九
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
）、

Ⅱ
兼
農
家
率
は
わ
ず
か
に
一
三
％
に
す
ぎ
な
い
。

　

渥
美
半
島
は
終
戦
直
後
は
半
農
半
漁
の
寒
村
で

あ
っ
た
が
、
一
九
六
八
年
に
お
け
る
豊
川
用
水
の

開
通
、
六
〇
―
七
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
農
業
構

造
改
善
事
業
に
よ
る
大
型
温
室
団
地
の
造
成
、
栽

培
技
術
の
集
積
、
共
選
共
販
体
制
の
整
備
、
農
業

改
良
普
及
所
・
農
協
・
町
等
の
支
援
な
ど
を
通
じ

て
一
大
農
業
地
帯
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
全
国
的
に
花
卉
の
需
要
が
停
滞
す

る
中
で
、
今
後
の
大
中
輪
ギ
ク
生
産
に
係
る
課
題

は
省
力
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
あ
る
も
よ
う
で
あ

る
（
別
の
課
題
で
あ
っ
た
生
産
者
組
織
の
強
化
は

一
九
九
五
年
に
終
了
。
た
だ
し
、
最
近
、
若
干
の

組
織
離
れ
が
生
じ
て
い
る
）。

　

た
と
え
ば
、
農
家
の
省
力
化
の
た
め
に
（
出
荷

時
に
太
さ
を
そ
ろ
え
束
に
し
て
箱
詰
め
に
す
る
作

業
が
各
農
家
で
夜
中
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
）、

Ｊ
Ａ
愛
知
渥
美
町
は
大
中
輪
ギ
ク
の
大
型
自
動
選

荷
機
を
導
入
し
た
。
事
業
費
二
二
億
円
（
う
ち
国

補
助
一
一
億
円
）。

�
愛
知
県
西
尾
市

　

県
の
資
料
に
よ
れ
ば
西
尾
市
の
九
七
年
花
卉
生

産
額
は
三
三
億
円（
花
木
除
く
）で
、
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
（
六
億
円
）
と
鉢
物
（
二
三
億
円
）
が
中
心

で
あ
る
が
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
出
荷
量
は
全
国

市
町
村
の
第
四
位
、
県
内
で
は
第
二
位
を
占
め
る
。

　

市
内
に
は
二
つ
の
農
協
が
あ
り
、カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
扱
う
Ｊ
Ａ
西
尾
市
に
伺
っ
た
。
当
農
協
の
管

内
に
は
二
つ
の
生
産
者
組
合
が
あ
り
、
所
属
農
家

は
一
六
名
、九
七
年
共
販
額
は
四
億
円
。う
ち
、小
栗

花
卉
温
室
組
合
は
七
五
年
四
月
の
温
室
団
地
造
成

を
契
機
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、農
家
一
〇
名
、共

販
額
三
億
円
。一
戸
平
均
が
三
千
万
円
と
い
う
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
専
作
の
大
規
模
農
家
集
団
で
あ
る
。

　

農
協
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
高
値
安
定

販
売
。
市
場
の
選
定
に
配
慮
す
る
ほ
か
に
、
予
約

相
対
や
年
間
契
約
方
式
の
導
入
、
格
落
ち
も
の
の

販
路
確
保
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
投
資
は
出
来
る

限
り
押
さ
え
る
と
い
う
方
針
で
、
自
動
選
荷
機
の

採
用
は
当
面
考
え
て
い
な
い
。

　

以
上
、
現
地
調
査
の
内
容
を
整
理
し
な
い
ま
ま

に
並
べ
た
が
、
こ
れ
ら
産
地
は
生
産
面
、
流
通
面

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
課
題
の
重
点
に
据
え
な
が
ら
、

組
織
強
化
や
品
種
改
良
に
も
留
意
し
て
シ
ェ
ア
を

維
持
し
、
こ
の
停
滞
期
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。　
　
　
（
田
村　

猛
）


